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図 -10　B 地点点群データ鳥瞰図
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消波ブロックの点群計測による気水中の面的評価方法の検討

A Study of Planar Evaluation Methods for Wave Dissipating Blocks in Air and in 
Water Using Point Cloud Measurements

西 広人 1), 琴浦 毅 1)

Hirohito Nishi 1) and Tsuyoshi Kotoura 1)

要  旨
　四面環海である日本では、反射波や越波の低減を目的と
して港湾整備に消波ブロックを採用する事例が多い。しか
し、消波ブロックは直上での活動が危険であり、目視等の
従来計測では現況形状の定量的な把握が困難であった。そ
こで、UAV測量によって取得した3次元点群データを用いて、
消波ブロック天端部分の評価を行うなど、非接触型の計測
手法を用いた検討が進められている。しかし、法面部につ

いては気水中に連続する特徴もあり、適用事例は少ない。
したがって本研究では、UAV測量で取得した3次元点群デー
タについて消波ブロックの水中部を含む法面部の評価手法
の検討を行った。その結果、法面部・天端部ともに最高値を
用いた面的評価が有用であることが示され、消波ブロック
の現況把握および被災時の迅速な状況把握手法としての活
用が期待される。

図 -7　設計値採用概念図 図 -12　B 地点設計値差分ヒートマップ
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＊コンクリート構造物の補修 , 補強 , アップグレード論文報告集 , 第 23 巻 , 2023,
日本材料学会 , pp.33-38

球体発射・回収装置による桟橋下面の打音方法の開発

Development of New Impact Acoustic Method Using System of Launching and 
Winding Steel Ball for Integrity Test of Jetty Girder

水野 剣一 1), 谷口 修 2), 酒井 貴洋 1), 武居 直行 3)

Kenichi Mizuno 1), Osamu Taniguchi 2), Takahiro Sakai 1) and Naoyuki Takesue 3)

　桟橋上部工コンクリート下面部の点検効率化のため、ステ
ンレス球を空気圧で発射・回収する装置を遠隔操作可能な
無人小型ボートに搭載して打音検査を行う方法について検
討した。球体発射・回収装置は、直径2.5cmのステンレス球
を発射して打撃し、球体に取り付けたナイロン製の釣糸を
電動モータにて回収する方法とした。本方法で打音した音

のデータを周波数分析することで、かぶり厚さ10cm以下、
正方形20cm角以上であれば浮きが検知可能なことを確認
した。さらに、船体動揺抑制やSLAMによる位置情報を基
に水上で定点保持しながら5m上方のコンクリート試験体に
対する打音検査への適用可能性を見出した。
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図 -13　水上での実験状況

図 -1　球体発射・回収装置 図 -2　使用ボート
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